
■命は甦生している■命は甦生している■命は甦生している■命は甦生している

人類の遺伝子は他説人類の遺伝子は他説人類の遺伝子は他説人類の遺伝子は他説

も多いが「ミトコンドも多いが「ミトコンドも多いが「ミトコンドも多いが「ミトコンド

リア・イブ」と呼ぶアリア・イブ」と呼ぶアリア・イブ」と呼ぶアリア・イブ」と呼ぶア

フリカの一人の婦人らフリカの一人の婦人らフリカの一人の婦人らフリカの一人の婦人ら

しい。その地理的環境しい。その地理的環境しい。その地理的環境しい。その地理的環境

。。。。から民族や肌の色に差異があるから民族や肌の色に差異があるから民族や肌の色に差異があるから民族や肌の色に差異がある

この世界は人それぞれに境涯がこの世界は人それぞれに境涯がこの世界は人それぞれに境涯がこの世界は人それぞれに境涯が

あり「十界」のように多相世界あり「十界」のように多相世界あり「十界」のように多相世界あり「十界」のように多相世界

である そして ミーム や 量である そして ミーム や 量である そして ミーム や 量である そして ミーム や 量。 「 」 「。 「 」 「。 「 」 「。 「 」 「

子」などの見え無い、理の世界子」などの見え無い、理の世界子」などの見え無い、理の世界子」などの見え無い、理の世界

も重ねて積まれている。も重ねて積まれている。も重ねて積まれている。も重ねて積まれている。

このような世界に「一切衆生このような世界に「一切衆生このような世界に「一切衆生このような世界に「一切衆生

の命」が「生死」を超えて皆つの命」が「生死」を超えて皆つの命」が「生死」を超えて皆つの命」が「生死」を超えて皆つ

ながっている「妙法の命」の世ながっている「妙法の命」の世ながっている「妙法の命」の世ながっている「妙法の命」の世

界もある。生は死であり、すべ界もある。生は死であり、すべ界もある。生は死であり、すべ界もある。生は死であり、すべ

ての終わりはすべての始まりでての終わりはすべての始まりでての終わりはすべての始まりでての終わりはすべての始まりで

ある世界。この「妙法の命」のある世界。この「妙法の命」のある世界。この「妙法の命」のある世界。この「妙法の命」の

世界を覚知し、生きられたのが世界を覚知し、生きられたのが世界を覚知し、生きられたのが世界を覚知し、生きられたのが

大聖人様である。大聖人様である。大聖人様である。大聖人様である。

ですから大聖人様は法華経のですから大聖人様は法華経のですから大聖人様は法華経のですから大聖人様は法華経の

文 底 を 覚 知 な さ れ た 仏 聖 人 (ほ文 底 を 覚 知 な さ れ た 仏 聖 人 (ほ文 底 を 覚 知 な さ れ た 仏 聖 人 (ほ文 底 を 覚 知 な さ れ た 仏 聖 人 (ほ

とけ しょうにん)なのです。とけ しょうにん)なのです。とけ しょうにん)なのです。とけ しょうにん)なのです。-

「 六 道四生 一切衆生 皆「 六 道四生 一切衆生 皆「 六 道四生 一切衆生 皆「 六 道四生 一切衆生 皆■ の は■ の は■ の は■ の は

父母 。 「さ父母 。 「さ父母 。 「さ父母 。 「さなり 法蓮鈔 更になり 法蓮鈔 更になり 法蓮鈔 更になり 法蓮鈔 更に( )815
れば昔は 一切の男は父なり 女れば昔は 一切の男は父なり 女れば昔は 一切の男は父なり 女れば昔は 一切の男は父なり 女
は母な り 。然る間 生々世々 し ょは母な り 。 然る間 生々世々 し ょは母な り 。 然る間 生々世々 し ょは母な り 。 然る間 生々世々 し ょ((((

う じ ょ う ‐ せぜ／命の連続性 に皆う じ ょ う ‐ せぜ／命の連続性 に皆う じ ょ う ‐ せぜ／命の連続性 に皆う じ ょ う ‐ せぜ／命の連続性 に皆))))

恩ある衆生なれば 皆仏になれと恩ある衆生なれば 皆仏になれと恩ある衆生なれば 皆仏になれと恩ある衆生なれば 皆仏になれと
と説く。(上野殿と説く。(上野殿と説く。(上野殿と説く。(上野殿思ふべきな り 。 」思ふべきな り 。 」思ふべきな り 。 」思ふべきな り 。 」

92御消息御消息御消息御消息

一切衆生の生命 」は 「生々一切衆生の生命 」は 「生々一切衆生の生命 」は 「生々一切衆生の生命 」は 「生々■ [■ [■ [■ [

世々 し ょ う じ ょ う せぜ に展開世々 し ょ う じ ょ う せぜ に展開世々 し ょ う じ ょ う せぜ に展開世々 し ょ う じ ょ う せぜ に展開( ( ) )( ( ) )( ( ) )( ( ) )-
であると覚知なされであると覚知なされであると覚知なされであると覚知なされする仏の命」する仏の命」する仏の命」する仏の命」

た。己の命の父母は、実は遠くた。己の命の父母は、実は遠くた。己の命の父母は、実は遠くた。己の命の父母は、実は遠く

に は 一 切 衆 生 の 父 母 で あ る 。に は 一 切 衆 生 の 父 母 で あ る 。に は 一 切 衆 生 の 父 母 で あ る 。に は 一 切 衆 生 の 父 母 で あ る 。

「命」は循環し、皆兄弟であり「命」は循環し、皆兄弟であり「命」は循環し、皆兄弟であり「命」は循環し、皆兄弟であり

「縁者」である。と説く。「縁者」である。と説く。「縁者」である。と説く。「縁者」である。と説く。

■父母の無い、先祖の無い命■父母の無い、先祖の無い命■父母の無い、先祖の無い命■父母の無い、先祖の無い命

は一つとして無い。大聖人が産は一つとして無い。大聖人が産は一つとして無い。大聖人が産は一つとして無い。大聖人が産

まれ、生き、生かされてきた、まれ、生き、生かされてきた、まれ、生き、生かされてきた、まれ、生き、生かされてきた、

この展開する「一切衆生の命」この展開する「一切衆生の命」この展開する「一切衆生の命」この展開する「一切衆生の命」

の 正 体 を 「 妙 法 の 命 」 と 大 聖の 正 体 を 「 妙 法 の 命 」 と 大 聖の 正 体 を 「 妙 法 の 命 」 と 大 聖の 正 体 を 「 妙 法 の 命 」 と 大 聖、、、、

人 様 は 覚 知 な さ れ た 。人 様 は 覚 知 な さ れ た 。人 様 は 覚 知 な さ れ た 。人 様 は 覚 知 な さ れ た 。

/////////////////////////////////////////////////////////////
■ 人が 「己 の命 」を少 し知れ■ 人が 「己 の命 」を少 し知れ■ 人が 「己 の命 」を少 し知れ■ 人が 「己 の命 」を少 し知れ

ば世界はグットと顕わになる。ば世界はグットと顕わになる。ば世界はグットと顕わになる。ば世界はグットと顕わになる。

そして進むべき人生の道がスッそして進むべき人生の道がスッそして進むべき人生の道がスッそして進むべき人生の道がスッ

と開ける。人はそこに「三毒のと開ける。人はそこに「三毒のと開ける。人はそこに「三毒のと開ける。人はそこに「三毒の

命」を「変毒為楽」できた仏智命」を「変毒為楽」できた仏智命」を「変毒為楽」できた仏智命」を「変毒為楽」できた仏智

。。。。(妙法の命)を手にするのである(妙法の命)を手にするのである(妙法の命)を手にするのである(妙法の命)を手にするのである

この「妙法の命」がカラッポこの「妙法の命」がカラッポこの「妙法の命」がカラッポこの「妙法の命」がカラッポ

では、例え百歳の翁であってもでは、例え百歳の翁であってもでは、例え百歳の翁であってもでは、例え百歳の翁であっても

意味のある人生を生きてはいな意味のある人生を生きてはいな意味のある人生を生きてはいな意味のある人生を生きてはいな

い の だ 。い の だ 。い の だ 。い の だ 。

/////////////////////////////////////////////////////////////
■「妙法の命」から「 に■「妙法の命」から「 に■「妙法の命」から「 に■「妙法の命」から「 に皆仏皆仏皆仏皆仏

なれ」と願う。ここに仏法の先なれ」と願う。ここに仏法の先なれ」と願う。ここに仏法の先なれ」と願う。ここに仏法の先

祖回向・供養がある。宝相寺で祖回向・供養がある。宝相寺で祖回向・供養がある。宝相寺で祖回向・供養がある。宝相寺で

。。。。は塔婆供養として営まれているは塔婆供養として営まれているは塔婆供養として営まれているは塔婆供養として営まれている

自宅では、御本尊様に供物を整自宅では、御本尊様に供物を整自宅では、御本尊様に供物を整自宅では、御本尊様に供物を整

え存分に供養せョ。されば自然え存分に供養せョ。されば自然え存分に供養せョ。されば自然え存分に供養せョ。されば自然

(じねん )に「三毒の命」が不思(じねん )に「三毒の命」が不思(じねん )に「三毒の命」が不思(じねん )に「三毒の命」が不思

議にも浄められ、外道に堕ちて議にも浄められ、外道に堕ちて議にも浄められ、外道に堕ちて議にも浄められ、外道に堕ちて

カルト宗教に堕ちる事は無い。カルト宗教に堕ちる事は無い。カルト宗教に堕ちる事は無い。カルト宗教に堕ちる事は無い。

■ こ の に な れ と ふ べ■ こ の に な れ と ふ べ■ こ の に な れ と ふ べ■ こ の に な れ と ふ べ「 皆 仏 思「 皆仏 思「 皆仏 思「 皆仏 思
きなり 回向は信仰から出発きなり 回向は信仰から出発きなり 回向は信仰から出発きなり 回向は信仰から出発。 」 の。 」 の。 」 の。 」 の

「 」 。「 」 。「 」 。「 」 。する 仏道 のスタートであるする 仏道 のスタートであるする 仏道 のスタートであるする 仏道 のスタートである

この道を善く進めば自他の 妙この道を善く進めば自他の 妙この道を善く進めば自他の 妙この道を善く進めば自他の 妙「「「「

心」を「成仏」に進める。現の心」を「成仏」に進める。現の心」を「成仏」に進める。現の心」を「成仏」に進める。現の

世界を平和に導く。それが先祖世界を平和に導く。それが先祖世界を平和に導く。それが先祖世界を平和に導く。それが先祖

回向・供養から始まる大聖人様回向・供養から始まる大聖人様回向・供養から始まる大聖人様回向・供養から始まる大聖人様

の誠の仏法である。／礼拝の誠の仏法である。／礼拝の誠の仏法である。／礼拝の誠の仏法である。／礼拝

折々のお経廻り展開中折々のお経廻り展開中折々のお経廻り展開中折々のお経廻り展開中*
( )( )( )( )*^_^*
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日如上人御指南日如上人御指南日如上人御指南日如上人御指南■■■■
折伏折伏折伏折伏をををを行行行行ずるにずるにずるにずるに当当当当たってたってたってたって大事大事大事大事なことはなことはなことはなことは種々種々種々種々

説説説説かれておりますがかれておりますがかれておりますがかれておりますが、、、、そのそのそのその根本根本根本根本となるものはとなるものはとなるものはとなるものは
慈悲慈悲慈悲慈悲でありますでありますでありますであります（（（（中略中略中略中略））））
御本仏御本仏御本仏御本仏のののの広大深遠広大深遠広大深遠広大深遠なるなるなるなる大慈大悲大慈大悲大慈大悲大慈大悲をををを我我我我がががが身身身身

にににに移移移移しししし、、、、一途一途一途一途にににに相手相手相手相手のののの幸幸幸幸せをせをせをせを願願願願うううう一念一念一念一念にににに徹徹徹徹しししし
てててて励励励励むことがむことがむことがむことが肝要肝要肝要肝要でありますでありますでありますであります。。。。
このこのこのこの一念一念一念一念がないとがないとがないとがないと「「「「慈無慈無慈無慈無くしてくしてくしてくして詐(詐(詐(詐(いつわ)りいつわ)りいつわ)りいつわ)り

親親親親しむはしむはしむはしむは彼彼彼彼がががが怨怨怨怨なりなりなりなり」」」」のののの譏(譏(譏(譏(そし)りをそし)りをそし)りをそし)りを受受受受けるこけるこけるこけるこ
（大白法・平成二十二年一月一（大白法・平成二十二年一月一（大白法・平成二十二年一月一（大白法・平成二十二年一月一とになりますとになりますとになりますとになります。。。。

日号）日号）日号）日号）

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

○折伏こそが真の慈悲行○折伏こそが真の慈悲行○折伏こそが真の慈悲行○折伏こそが真の慈悲行
「「「「自行若自行若自行若自行若しししし満満満満つればつればつればつれば必必必必ずずずず化他有化他有化他有化他有りりりり。。。。化他化他化他化他はははは

（御書文段二一九 総本山（御書文段二一九 総本山（御書文段二一九 総本山（御書文段二一九 総本山即即即即ちちちち是是是是れれれれ慈悲慈悲慈悲慈悲なりなりなりなり」」」」
)第二十六世日寛上人 観心本尊抄文段第二十六世日寛上人 観心本尊抄文段第二十六世日寛上人 観心本尊抄文段第二十六世日寛上人 観心本尊抄文段

慈悲心から、相手の幸せと成仏を願い、謗法の慈悲心から、相手の幸せと成仏を願い、謗法の慈悲心から、相手の幸せと成仏を願い、謗法の慈悲心から、相手の幸せと成仏を願い、謗法の
恐ろしさを教える。そのように振る舞い、人々を正法恐ろしさを教える。そのように振る舞い、人々を正法恐ろしさを教える。そのように振る舞い、人々を正法恐ろしさを教える。そのように振る舞い、人々を正法
に導き帰依せしめるのが真の折伏・慈悲行。に導き帰依せしめるのが真の折伏・慈悲行。に導き帰依せしめるのが真の折伏・慈悲行。に導き帰依せしめるのが真の折伏・慈悲行。

○〝正直〟の南無妙法蓮華経を〝正直〟○〝正直〟の南無妙法蓮華経を〝正直〟○〝正直〟の南無妙法蓮華経を〝正直〟○〝正直〟の南無妙法蓮華経を〝正直〟
に実践するに実践するに実践するに実践する
『『『『正直正直正直正直のののの人人人人のののの頂(頂(頂(頂(いただき)をいただき)をいただき)をいただき)を以以以以てててて栖(栖(栖(栖(すみすみすみすみ

』」（御書 ）』」（御書 ）』」（御書 ）』」（御書 ）か)とか)とか)とか)と為為為為しししし 1548
正直な人の頭(こうべ)に宿り、その人を守護す正直な人の頭(こうべ)に宿り、その人を守護す正直な人の頭(こうべ)に宿り、その人を守護す正直な人の頭(こうべ)に宿り、その人を守護す

る。る。る。る。
（法門申さる（法門申さる（法門申さる（法門申さる「「「「法華経計法華経計法華経計法華経計りこそりこそりこそりこそ正直正直正直正直のののの御経御経御経御経」」」」

べき様の事 ）べき様の事 ）べき様の事 ）べき様の事 ）434
「経々宗々を抛 なげう ちて、一向に法華経を「経々宗々を抛 なげう ちて、一向に法華経を「経々宗々を抛 なげう ちて、一向に法華経を「経々宗々を抛 なげう ちて、一向に法華経を( )

行ずるが真の正直の行者にては候なり」（下山御行ずるが真の正直の行者にては候なり」（下山御行ずるが真の正直の行者にては候なり」（下山御行ずるが真の正直の行者にては候なり」（下山御
消息 ）消息 ）消息 ）消息 ）1139
法華経は方便を一切帯びない真実の教え正法華経は方便を一切帯びない真実の教え正法華経は方便を一切帯びない真実の教え正法華経は方便を一切帯びない真実の教え正

直の教えである。一切の謗法を捨てて、法華経の直の教えである。一切の謗法を捨てて、法華経の直の教えである。一切の謗法を捨てて、法華経の直の教えである。一切の謗法を捨てて、法華経の
みを信じ行ずる者こそ「正直の人」であり、諸天のみを信じ行ずる者こそ「正直の人」であり、諸天のみを信じ行ずる者こそ「正直の人」であり、諸天のみを信じ行ずる者こそ「正直の人」であり、諸天の
加護を受ける。加護を受ける。加護を受ける。加護を受ける。
「「「「今末法今末法今末法今末法にしてにしてにしてにして正直正直正直正直のののの一道一道一道一道をををを弘弘弘弘むるむるむるむる者者者者はははは日日日日

（御義口伝 ）（御義口伝 ）（御義口伝 ）（御義口伝 ）蓮等蓮等蓮等蓮等のののの類類類類にににに非非非非ずやずやずやずや」」」」 1733
○末法に信じ行ずる法華経は、寿量文底下種○末法に信じ行ずる法華経は、寿量文底下種○末法に信じ行ずる法華経は、寿量文底下種○末法に信じ行ずる法華経は、寿量文底下種

の南無妙法蓮華経。の南無妙法蓮華経。の南無妙法蓮華経。の南無妙法蓮華経。
本宗僧俗だけが「正直の一道」である本門戒本宗僧俗だけが「正直の一道」である本門戒本宗僧俗だけが「正直の一道」である本門戒本宗僧俗だけが「正直の一道」である本門戒

壇の大御本尊への信心を正しく弘める使命があ壇の大御本尊への信心を正しく弘める使命があ壇の大御本尊への信心を正しく弘める使命があ壇の大御本尊への信心を正しく弘める使命があ
る。る。る。る。
世上混乱の今こそ、正直の教えを正直に実践世上混乱の今こそ、正直の教えを正直に実践世上混乱の今こそ、正直の教えを正直に実践世上混乱の今こそ、正直の教えを正直に実践

し、広布に向かって大前進しましょう。し、広布に向かって大前進しましょう。し、広布に向かって大前進しましょう。し、広布に向かって大前進しましょう。
□まとめ 「折伏前進の年」も早三カ月半、今□まとめ 「折伏前進の年」も早三カ月半、今□まとめ 「折伏前進の年」も早三カ月半、今□まとめ 「折伏前進の年」も早三カ月半、今
月は立宗会の月です。月は立宗会の月です。月は立宗会の月です。月は立宗会の月です。
宗旨建立以来、〝一切衆生の口に妙法を入宗旨建立以来、〝一切衆生の口に妙法を入宗旨建立以来、〝一切衆生の口に妙法を入宗旨建立以来、〝一切衆生の口に妙法を入

れる〟という大聖人の大慈大悲のお振る舞いを拝れる〟という大聖人の大慈大悲のお振る舞いを拝れる〟という大聖人の大慈大悲のお振る舞いを拝れる〟という大聖人の大慈大悲のお振る舞いを拝
し、私達も一人でも多くの人に、この妙法を唱えさし、私達も一人でも多くの人に、この妙法を唱えさし、私達も一人でも多くの人に、この妙法を唱えさし、私達も一人でも多くの人に、この妙法を唱えさ
せるべく折伏に立ち上がりましょう。 諸天の加護せるべく折伏に立ち上がりましょう。 諸天の加護せるべく折伏に立ち上がりましょう。 諸天の加護せるべく折伏に立ち上がりましょう。 諸天の加護
のもと、あらゆる障魔に打ち勝ち必ず誓願を成就しのもと、あらゆる障魔に打ち勝ち必ず誓願を成就しのもと、あらゆる障魔に打ち勝ち必ず誓願を成就しのもと、あらゆる障魔に打ち勝ち必ず誓願を成就し
ていく、これを強く決意いたしましょう。ていく、これを強く決意いたしましょう。ていく、これを強く決意いたしましょう。ていく、これを強く決意いたしましょう。
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